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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、2つのEFハンドカルシウム結合モチーフを含むS100タンパク質ファミリーのメンバーです。S100タンパク質は、幅広い細胞の細胞質および/または核に局在し、細胞周期の進行や分化など、多くの細胞プロセスの調節に関与しています。S100遺伝子には少なくとも13のメンバーが含まれており、染色体1q21上にクラスターとして位置しています。このタンパク質は、エキソサイトーシスおよびエンドサイトーシスで機能する可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：S100A10はANXA2/p36の二量体形成を誘導するため、ANXA2モノマーがチロシン特異的キナーゼの優先標的（in vitro）となることから、タンパク質リン酸化の調節因子として機能する可能性があります。,その他：カルシウムに結合しないようです。カルシウム結合能を失ったEFハンドドメインに関連する2つの祖先カルシウム結合部位を含む。,類似性：S-100ファミリーに属する。,サブユニット：S100A10/p11の軽鎖2本とANXA2/p36の重鎖2本を含むヘテロ四量体。SCN10Aと相互作用する。,
	研究分野
	細胞骨格/細胞外マトリックス; 細胞接着; アネキシン; シグナル伝達; シグナル伝達経路; カルシウムシグナル伝達; カルシウム結合タンパク質
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	パラフィン包埋ヒト肺癌組織における S-100A10 抗体の免疫組織化学分析。
	

	S-100A10 抗体を使用した COLO 細胞溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	S-100A10ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

